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物  質  名 1,2,4-ベンゼントリカルボン酸 1,2-無水物 ＤＢ－42 

別  名 トリメリト酸無水物、無水トリメリ

ット酸 
構 造 式 

 

CAS番号 552-30-7 
PRTR番号 第 1種 300 

化審法番号 3-1362 

分子式 C9H4O5 分子量 192.13 
沸点 390℃ 1) 融点 161～163.5℃ 2) 
蒸気圧 9.86×10-6 mmHg（25℃、実測値）3) 換算係数 1 ppm = 7.86 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 1.95（推定値）4) 水溶性 1.04×103mg/Ｌ（25℃、推定値）5) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 1,900 mg/ kg 6)  
 マウス 吸入 TCL0 25 ppm（197 mg/m3）(4hr) 6)  
 ラット 吸入 TCL0 15 mg/m3 (24hr) 6)  
 ラット 吸入 LC > 7,400 mg/m3 (4hr) 6)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性   

・ラットに 0、0.1、0.5、1％の濃度で 13週間混餌投与（0、50、250、500 mg/kg/day相当）した結
果、用量に依存して白血球数が増加したとの報告 7) があるが、確認のために 1％の濃度で 90日
間混餌投与（500 mg/kg/day相当）した試験では白血球数の増加はなく、他の影響もなかった 8) 。 

・イヌに 0、0.1、1、2％の濃度で 13週間混餌投与（0、25、250、500 mg/kg/day相当）した結果、
0.1％以上の群で副腎重量がわずかに増加したとの報告 9) がある。 

・ラットに 0、0.011、0.038、0.1、0.26 mg/m3を 2週間（6時間/日、5日/週）吸入させた結果、0.011 
mg/m3以上の群で肺胞マクロファージに含まれる非特異的 IgE抗体値の上昇、0.038 mg/m3以上

の群で肺相対重量の増加、肺胞マクロファージに含まれる補体（C3）濃度の上昇、肺胞マクロ
ファージの蓄積及び肺胞出血の増加、0.1 mg/m3以上の群で肺の出血巣の増加、0.26 mg/m3群で

重度の間質性肺炎の増加に有意差を認めた。なお、12日間の回復期間後には、ばく露群で肺へ
の影響、非特異的 IgE 抗体値及び補体（C3）の濃度の上昇はみられなくなった 10) 。この結果
から、LOAELを 0.011 mg/m3（ばく露状況で補正：0.002 mg/m3）とする。 

・ラットに 0、0.002、0.015、0.054 mg/m3を 6.5週間（6時間/日、5日/週）吸入させた結果、0.002 
mg/m3以上の群で血清特異抗体値の上昇、多巣性の気管支肺炎の増加、0.015 mg/m3以上の群で

肺相対重量及び肺の体積の増加、0.054 mg/m3群で肺の出血巣の増加に有意差を認めた 11) 。こ

の結果から、LOAELを 0.002 mg/m3（ばく露状況で補正：0.00036 mg/m3）とする。 
・ラットに 0、0.002、0.015、0.054 mg/m3を 13週間（6時間/日、5日/週）吸入させた結果、0.002 

mg/m3以上の群で濃度に依存した肺相対重量の増加がみられ、0.002 mg/m3以上の群で血清特異

抗体値の上昇、0.054 mg/m3群で肺の出血巣、多巣性の気管支肺炎の増加に有意差を認めた。38
週間の回復期間後に、ばく露群で肺への影響はみられなくなったが、血清特異抗体値は有意で

はないものの、対照群と比較して高かった 11) 。この結果から、LOAELを 0.002 mg/m3（ばく露

状況で補正：0.00036 mg/m3）とする。 
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生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、0.1、0.5、1％の濃度で 13週間混餌投与（0、50、250、500 mg/kg/day相当）した試
験 Hill Top 1969a）、イヌに 0、0.1、1、2％の濃度で 13週間混餌投与（0、25、250、500 mg/kg/day
相当）した試験 Hill Top b)、ラットに 0、0.002、0.015、0.054 mg/m3を 6.5週間または 13週間（6
時間/日、5日/週）吸入させた試験 11)で、生殖器官への影響はなかった。 

・ラットに 0、0.5 mg/m3を妊娠 6日から 15 日まで吸入（6時間/日）させた試験及びモルモット
に 0、0.5 mg/m3を妊娠 6 日から 26 日まで吸入（6 時間/日）させた試験で、ラット、モルモッ
トの 0.5 mg/m3群で肺の病巣、特異抗体値の上昇がみられたが、出生仔では外表系、内臓系、

骨格系の奇形、変異等はみられなかった 12) 。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響   

・皮膚、気道を刺激し、眼を重度に刺激する。眼に入ったり皮膚に付くと、発赤、痛み、経口摂

取すると吐き気、灼熱感、腹痛、嘔吐、下痢、吸入すると咳、血痰、頭痛、吐き気、息切れ、

喘鳴を生じる。粉塵を吸入すると、喘息様反応を引き起こすことがある。反復または長期の吸

入により、喘息を引き起こすことがある。風邪のような症状、肺疾患－貧血症候群を伴うアレ

ルギー反応を引き起こすことがある 13) 。 
・本物質の製造工場の労働者 196人（ばく露濃度不明）を対象として、1976～1987年の呼吸器等
の免疫疾患を調査した結果、喘息/鼻炎（17 人）、延呼吸全身症候群（LRSS；7 人）、喘息/鼻
炎及び LRSS（4 人）、遅発型喘息(3 人)、肺疾患貧血症候群（1 人）、遅発型関節痛筋肉痛症
候群（LAMS；1 人）がみられた。また、刺激症状が 113 人にみられたが、46 人は無症状であ
った。血清の特異的抗体（総抗体）は、免疫疾患症状のある労働者の 97％、刺激症状のある労
働者の 16％、無症状の労働者の 9％で検出された。なお、1981年に作業環境の改善によって呼
吸保護具も導入されており、その前後で免疫疾患の発生率をみると、1977～1981年は 22％であ
ったが、1982～1987年では 8％に減少した 14) 。さらに、同じ工場の全労働者 474人を対象とし
た断面調査（1988～1989年）では、ばく露濃度は 0.00053 mg/m3未満～0.17 mg/m3であり、32
人で免疫疾患（喘息/鼻炎、過去の病歴を含む LRSS、遅発型喘息、LAMS）、150人で刺激症状
がみられ、292 人は無症状であった。この調査で初めて調査対象となった 321 人では、ばく露
濃度に依存した特異的抗体値（総抗体）の有意な上昇傾向を認め、高濃度ばく露群（平均ばく

露濃度 0.17 mg/m3）で特異的 IgE抗体値の上昇がみられた 15) 。 
・エポキシ樹脂被覆材の製造工場で本物質のばく露を受けた労働者 46 人を対象として、1990 年
に断面調査を行った結果、特異的 IgE 抗体値の上昇が 7 人、喘息/鼻炎が 1 人、刺激症状が 11
人にみられ、無症状は 26人であった。また、特異的 IgG抗体値の上昇が 14人でみられ、うち
3 人は免疫疾患が起こり得るほどの高値であった。この工場でのばく露濃度の推移は、1974～
1978年で 0.007～2.1 mg/m3、1979～1984年で 0.001未満～0.32 mg/m3、1987～1988年で 0.002
～0.045 mg/m3、1989年で 0.006～0.77 mg/m3であった。1979年以降、作業環境が改善されてお
り、呼吸保護具の使用方法の改善や新たな保護具の導入、換気、排気システムの追加がなされ

た 16) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH17) TLV-CEILING 0.04 mg/m3  
 日本産業衛生学会 18) 許容濃度 0.04 mg/m3  
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最大許容濃度 0.1 mg/m3 
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露について、暫定無毒性量等は設定できなかった。 
吸入ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた LOAEL 0.002 mg/m3（血清特

異抗体値の上昇、多巣性の気管支肺炎の増加）を採用し、ばく露状況で補正して 0.00036 mg/m3

とし、LOAELであることから 10で除し、試験期間が短いことから 10で除した 0.0036 µg/m3を暫

定無毒性量等に設定する。 
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